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秋が深まり、学校の「緑の小道」に紅葉が見られる季節になりました。朝夕の空気も冷え込むようにな

り、長く続いた猛暑もようやく落ち着いたようです。

そんな猛暑の時期に子どもたちが登校を、そして学習を頑張った甲斐あって、１０月下旬現在、全学

年でほとんどの教科において、本来１０月に指導する学習内容や単元を進めることができています。授

業以外の行事等の取組も徐々に再開しており、感染症対策に気を付けながらも平年に近い学校生活を

取り戻しつつあります。

さて、教員一同できるだけ授業が駆け足や詰め込みにならないように努めてきたつもりではあります

が、学習の定着には４５分の授業中だけではなく、授業以外の場面での学習を伴うことが効果的です。

いわゆる「予習、授業、復習」のサイクルです。

このうち「復習」については学校からも宿題としてドリルなどの反復練習を課すことが多いので、子ど

もたちも取り組みやすいと思われます。しかし「予習」となると何をやればよいのか分からず、なかなかハ

ードルが高いと感じるかもしれません。

東京大学の市川伸一名誉教授は予習の方法として「教科書を５～１０分ほど読み、分からないところ

にしるしを付けるなど、気軽に継続」することで「『ここはよくわからないから、授業で聞こう』という準備

状態をつくって授業に臨むことができる」と述べられています。（読売新聞２０２０年９月４日号「学ぶ育

む」より）

学習を中心とした落ち着いた日常生活を送ることと、大きな行事

に向けて協力して一つのものを作り上げる取組は、学校生活にとっ

て車の両輪のようなものであり、お互いが相乗効果をもたらすもの

でもあります。学芸会に向けての取組が本格化する１１月ですが、同

時に日々の学習も積み重ね、子どもたちの学びがさらに豊かなもの

になるよう働きかけていきたいと思います。

学芸会・保護者座席の決定方法について
今年度、学芸会の保護者の方の座席について、各ご家庭２名までの指定席とさせていただく旨、お知らせしまし

た。座席は、児童がくじ引きをして決定します。そのくじ引きをする抽選会を11月５日(木)に行うことになりました。

ランチルームを会場に、各学年１時間ずつ座席抽選会を行います。その日、お子様が欠席された場合は、事前に決

めておいたくじ引きの順番に従い、担任が代わってくじを引かせていただきます。この抽選結果をもとに作成した座

席カードを11月13日(金)に配布する予定です。ご理解・ご協力のほど、よろしくお願い申し上げます。

第七峡田小学校ホームページ https://www.aen.arakawa.tokyo.jp/DAI7HAKETA-E/

七峡だより



１１月の主な行事
日 曜 行事 日 曜 行事

学芸会前日準備６年･５校時
１ 日 19 木

４時間授業１～５年

２ 月 安全指導 20 金 学芸会(児童鑑賞日)

３ 火 文化の日 21 土 学芸会(保護者鑑賞日)

４ 水 ４時間授業 22 日

ビオトープ学習１～３年
５ 木 23 月 勤労感謝の日

学芸会座席抽選会(児童)

委員会活動
６ 金 24 火 避難訓練

脊柱側弯検診５年･該当者

特別時程
７ 土 25 水

個人面談① ５時間授業

マラソン集会 マラソンタイム始
８ 日 26 木

個人面談② ５時間授業

学芸会係打合６年･６校時
９ 月 27 金 個人面談③ ５時間授業

５時間授業１～５年

10 火 28 土

11 水 ４時間授業 29 日

12 木 委員会発表(飼育栽培) 30 月 個人面談④ ５時間授業

13 金 １ 火 個人面談⑤ ５時間授業

区学力向上を図るための調査１年
14 土 ２ 水

アイチェック２～６年

15 日 ３ 木

16 月 ４ 金 安全指導 委員会活動

17 火 ５ 土

18 水 学芸会リハーサル 特別時程 ６ 日

◆2学期中は、土曜授業日を含め保護者・地域の皆様への授業の公開はありません◆

１1月の生活指導 【 感謝の気持ちをもって、人とかかわろう】
学校は、子供たちの社会性を身に付けることができる場です。子供たちは、学校という小さな社会の中で、集団

で生活することの基礎を学びながら精神的に成長します。このコロナ禍の状況にあっても相手の気持ちを考えど

のように行動すべきか考えながら行動することが大切です。その中でも生活をよりよくするために大切なものが、

感謝の気持ちです。年上の人だけでなく、同学年の友達や下級生に対しても「ありがとう」という感謝の気持ちを

もって生活してほしいと思います。

(生活指導主任 石田 潤)

学芸会スローガン
「心を一つに 努力の結果 出しつくせ」
本校では、学芸会は３年に１度しか開催されない大きな行事です。今年度は感染

症対策を徹底した中で行うため、例年とは異なる形で実施します。先日配布したお
便りで既にお知らせしております通り、新型コロナウイルス感染拡大防止と、子ども
たちの学習活動の充実の両立を目指し、演出や鑑賞方法などに一定の基準を設け
ました。保護者の皆様には、体育館での鑑賞は各ご家庭２名までとさせていただきま
す。また、中継と全学年の演目が収録されたＤＶＤの作成を予定しております。例年
とは異なる形式ではありますが、子どもたちの頑張る姿を少しでもお楽しみいただけ
れば幸いです。
現在子どもたちは、密集・密接を避け、セリフを言う向き等に留意しながら、毎日

の練習に励んでいます。制約が多い中でも、よい学芸会にしようと励む子どもたちの
努力が実を結ぶ行事となるよう、教職員一同全力を尽くしてまいります。

（学芸的行事委員会 徳竹 紫）


